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平成 29年 8月



［出石川（兵庫県）］　

生物多様性は

魅力・活力ある

地域づくりの基盤

　私たちの暮らしは、生物多様性がもたらす様々な
恵み（生態系サービス）に支えられています。川の
生物多様性がもたらす恵みとしては、おいしい魚介
類やきれいな水、釣り・川遊びを通じて得られるや
すらぎ・うるおいなどが挙げられます。また、よし
ずの生産や鵜飼いのように、魅力と活力のある地域
づくりに欠かせない地域独自の産業や文化も、川か
ら生み出されてきました。
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良好な
景観

やすらぎ
うるおい

地域独自
の

産業、文化

魚介類
などの
食料、水

ツーリズム

生物多様性

かつての川

良好な
河川環境の
整備と保全

［神田川（東京都）］ ［多摩川（東京都）］

治水

利水 環境

治水 利水

川の姿の変遷と

河川法の改正

［川内川（鹿児島県）］　

子どもの遊び場
としての川
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川は豊かな自然環境を有する空間だった

良好な
水辺が
失われた川

三面張り
となった川

高度成長期、川はかつての姿を失った

平成 9 年に河川法を改正。
治水・利水・環境の
総合的な河川制度を整備

富士光芸社C
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多自然川づくり

これまでの主な取組み

流れのない場所を好む
動植物の生息・生育環境を守るために

旧流路や
河跡湖を保全・再生

荒川・三ツ又沼ビオトープ　   （埼玉県）

1 2
小石や砂の河原に生息・生育する
鳥類や植物などを守るために

砂礫河原を再生

北上川（岩手県）

4
様々な魚が川を移動できるように

魚道を設置・改良

仁淀川（高知県）

7
魚の産卵・成長や
洪水時の逃げ場所を守るために

ワンドを保全・再生

江戸川

3
瀬や淵を維持するために

蛇行部を保全

境川（神奈川県）
写真：吉村伸一 

6
陸域と水域の両方を必要とする
生物を守るために

自然な水際を創出

いたち川（神奈川県）
写真：吉村伸一

8
多様な生物が生息可能な
水深の浅い水辺を確保するために

川の中の湿地を再生

円山川（兵庫県）
コウノトリ
写真：豊岡市

写真：（公財）リバーフロント研究所

5
良好な河岸や河畔林を
保全するために

片側のみを拡幅

黒川（栃木県）
写真：吉村伸一

多自然川づくりとは

　河川全体の自然の営みを視野に入れ、地域の暮
らしや歴史・文化との調和にも配慮し、河川が本
来有している生物の生息・生育・繁殖環境及び多
様な河川景観を保全・創出するために、河川管理
を行うこと。

適用範囲

　すべての川づくりの基本であり、すべての一級
河川、二級河川及び準用河川における調査、計画、
設計、施工、維持管理などの河川管理におけるす
べての行為が対象となる。
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全国の主な取組み
河川を基軸とした生態系ネットワーク

　様々な方々の参加・協力を得て全国各地で河川を
基軸とした生態系ネットワークに関する協議会が設
立されています。協議会は主に流域の農家・NPO・
企業・自治体などで構成されており、各参加者が生
物多様性の重要性について共通の認識をもち、取組
みのシンボルとなる指標種や取組みの目標を定め、
互いに連携しながら継続的な活動を進めています。

　翼を広げると 2 メートルにもなるコウノトリは、かつて日
本各地で普通に、大空を舞う姿を見ることができる鳥でした。
しかし、生息環境の悪化によって個体数は減少を続け、
1971 年に、野外で姿をみることができなくなりました。最
後の生息地であった兵庫県豊岡市で、兵庫県と豊岡市を中心
に 1965 年から人工飼育と野外の生息環境保全の取組みが進
められ、2005 年には野生復帰に向けた初の放鳥が行われま
した。その後、千葉県野田市や福井県越前市、韓国でも同様
の取組みが始まるなど、コウノトリ野生復帰の取組みの輪は、
全国へ、そして世界へと広がっています。

コウノトリ、ふたたび全国の空へ
そして世界へ

［体　長］

［体　重］
［分　布］

［生息環境］

［行動範囲］
［ね ぐ ら］
［食　性］

約 100～ 110cm
（両翼を広げると約 200～ 220cm）
４～５kg
ロシア極東地方や中国東北部などを主な繁殖地と
し、中国の長江中流域、韓国、台湾、日本に渡っ
て越冬します。現在では、極東地方に2000羽あ
まりしか生息していません。
主に内陸の湿地（湿原、湖沼、河川、水田、遊水
地など）
概ね巣の場所を中心とした半径２kmの範囲
高木など
肉食性で、ドジョウ、フナなどの魚類をはじめ、
ヘビ、カエル、バッタなどの多様な動物を採食し
ます。飼育下では、１羽が１日あたり約 500g の
餌を食べます。

コウノトリってどんな鳥？

- 生態系ネットワーク推進のシンボル -
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千歳川流域
【タンチョウ】
タンチョウも住めるまちづくり検討協議会
平成28年9月～

1

荒川流域・利根川流域など
【コウノトリ・トキ】
関東エコロジカル･ネットワーク推進協議会
平成26年2月～

2

九頭竜川流域
【コウノトリなど】
福井県流域環境ネットワーク協議会
平成27年10月～

3

木曽三川流域
【イタセンパラなど】
木曽三川流域生態系ネットワーク推進協議会
平成27年1月～

4

円山川流域
【コウノトリ】
コウノトリ野生復帰推進連絡協議会
平成15年7月～
円山川水系自然再生推進委員会
平成17年9月～

5

斐伊川流域
【大型水鳥5種】
斐伊川水系　生態系ネットワークによる
大型水鳥類と共に生きる流域づくり検討協議会

平成27年4月～

6

四万十川流域
【ツル】
四万十つるの里づくりの会
平成18年3月～

7

　多様な主体が連携して生態系ネットワーク形成を進めるために
は、地域の総合行政を担う首長が果たす役割が非常に大きいことか
ら、全国21市町の首長からなる「水辺からはじまる生態系ネットワー
ク全国会議」が発足し、全国の首長が互いの情報を共有し、その輪
を広げていく取組みが始まっています。

※21市町：長沼町、坂東市、小山市、野木町、鴻巣市、川島町、我孫子市、東庄町、
いすみ市、越前市、豊岡市、米子市、境港市、松江市、出雲市、安来市、鳴門市、阿南市、
西予市、四万十市、出水市

凡例

現況 潜在 指標種
タンチョウ

ガン類又はハクチョウ類

トキ

コウノトリ

ナベヅル・マナヅル

3
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　かつてコウノトリは日本各地で見られる鳥
でしたが、生息環境の悪化により数を減らし、
1971 年に日本の空から姿を消しました。国
内最後の生息地であった兵庫県豊岡市では、
「コウノトリ野生復帰推進連絡協議会」を通じ
て多様な主体が連携し、コウノトリの野生復
帰に向けた取組みを進めています。
　例えば、県と市が連携して保護増殖や放鳥
を実施しているほか、「コウノトリ育む農法」
とよばれる無農薬・減農薬農法の普及に努め
ています。また、近畿地方整備局豊岡河川国
道事務所では、コウノトリの採食地として活
用される湿地の再生を行うなど、地域の取組
みとも連携して河川を基軸とする生態系ネッ
トワークの形成を進めています。

コウノトリと人が共生する環境の再生を目指して

円山川流域 （兵庫県豊岡市）

水田で採食するコウノトリ。今では 100 羽を越える個体が
野外で暮らしている。

堤外地の休耕田約 15ha で地域
と連携して大規模湿地を再生
（写真上）。再生した湿地で環境
学習（写真右）

事例紹介

関係者が連携して、河川～水路～水田の連続性を確保し、生物の多様性を育んでいる

国・県の取組み 県・市の取組み 農家の取組み

水路～水田河川～水路

写真：豊岡市写真：豊岡市

高水敷を浅く、広く掘削することにより、治
水安全度の向上とあわせて、水生生物が豊富
でコウノトリの採食地ともなる湿地を再生

低水路 湿地
高水敷

浅く、広く掘り、湿地を再生 堤防

「コウノトリ育むお米」の売上高の推移
放鳥開始から 10 年間で、2,200 万円
から 3億 5,000 万円に増加

「コウノトリ育むお米」は、コウノトリ
のように世界へ羽ばたこうとしている

写真：豊岡市　沖縄サンエー

コウノトリにあやかった関連商品
も続々登場

写真：豊岡市 出典：JAたじま資料より作成

売
上
高
（
億
円
）

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 270

1

2

3

4

放鳥

（平成）

写真：豊岡市
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コウノトリ・トキを再び　 - 関東地域 30 自治体の広域連携 -

荒川・利根川流域など（関東地域 30 市町村）

　関東地域では、かつてコウノトリやトキな
どが生息する豊かな生物多様性を有する水辺
が形成されていました。関東地方整備局では、
関係自治体、市民団体、学識経験者などで構
成する「関東エコロジカル・ネットワーク推
進協議会」を設立し、コウノトリ・トキを指
標として、治水対策とあわせた河川環境の再
生や無農薬農法などの推進による生物多様性
の確保など、流域レベルでの生態系ネットワー
クの形成に取り組んでいます。
　また、減農薬・減化学肥料などによる米の
ブランド化などを通じて地域の魅力を高める
取組みも進められているほか、2015 年には
千葉県野田市において関東初となるコウノト
リの試験放鳥が実施されました。

治水対策とあわせた河川環境の再生 河川と流域をつなぎ、生態系ネット
ワークの形成

無農薬農法などの推進による生物多様
性の確保

水田で採食するコウノトリ

農産物のブランド化
による地域振興
食育、環境教育の
推進

河川と流域環境の保全再生

生態系サービスを活用した地域振興

写真：（公財）日本生態系協会 写真：コウノトリ・トキの舞う関東自治体フォーラム
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　木曽三川（木曽川、長良川、揖斐川）が流れ
る濃尾平野では、かつての豊かであった生物多
様性を取り戻そうと、NPO などによってイタ
センパラ・ハリヨといった淡水生物などの保全
活動が流域で盛んに行われてきました。
　中部地方整備局木曽川上流河川事務所では、
有識者や NPO、自治体、企業などの多様な主
体とともに「木曽三川流域生態系ネットワーク
推進協議会」を設立し、“様々な生きものと共
生できる安全・安心な地域づくりや、生きもの
も育む農業を通した地域の魅力向上” を共通目
標として、河川内のワンド整備、堤内地でのビ
オトープや水田魚道の整備、生物多様性保全米
の販売、民間企業や地元小中学校などによる普
及啓発活動などの取組みを進めています。

木曽三川流域生態系ネットワークが目指す将来像イメージ

水田 - 水路間の魚類の移動を
目指して設置された水田魚道

田園地帯でのイタセンパラの再生
を見据えたブランド米の取組み

氾濫原・湧水帯の生きものとの共生

木曽三川流域 （岐阜県）

氾濫原生態系ネットワーク
の指標種：イタセンパラ

湧水帯の指標種：ハリヨ

　平成 27 年 10 月、福井県越前市において、
この地で 50 年ぶりに生まれたコウノトリが
放鳥されました。昭和 45 年にこの地域で保
護されたくちばしの折れたコウノトリ「コウ
ちゃん」を兵庫県に託した際の「必ず空に帰す」
という約束が果たされた瞬間でした。翌年 9
月に 2 回目の放鳥が実施され、累計 4 羽が福
井の地から野生復帰を果たしています。
　九頭竜川流域では、人と水辺の生きものが
共生できる持続可能な地域づくりを進めるた
め「福井県流域環境ネットワーク協議会」を
設立し、近畿地方整備局福井河川国道事務所、
福井県、関係市町、学識者が連携して、治水
対策とあわせてコウノトリの採食地となる湿
地の再生を図るなど、自然再生に取り組んで
います。

コウノトリなど水辺の生きものとの共生

九頭竜川流域 （福井県）

コウノトリの放鳥
(平成 28年 9月 25日 越前市 ) 

緩傾斜 平場 緩傾斜

湿地範囲

日野川水防災・湿地創出事業
湿地創出のイメージ図
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